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FUN税理士法人【FUNコンサルティンググループ】

なぜ個別コンサルティングを受けることになったのか

母集団形成において、“集めること”を目的にするのではなく、“採用したい”と思う学生に、いかにエントリーしてもらうか、と

いう考え方に変化してきました。採用活動においては、運営方法を変更し、若手もメンバーに入り対応を行うことになりまし

た。

今回新規学卒者の採用において、特にインターンシップの実施やその後の動線におけるフォローについて見直しを行いたいと考

え、個別コンサルティングに申し込みました。

現状の採用活動についてヒアリング



2022.06.16

自社の採用活動について、現状共有を実施しました

「現在、会計士になりたい学生が少なくなっている現状がある。別業界を志望している学生も取り込みを考えたいが、今までの

経験上ミスマッチが起こる可能性もあり難しいと感じている。」

代表社員の山岸様に、新規学卒者の採用状況や、現状感じている課題についてお伺いいたしました。

母集団形成における課題において、採用サービスの活用方法や、コミュニティリクルーティングの実践方法について、いくつか

ご提案をさせていただきました。

課題の洗い出しを行い、現状の見つめ直しを行いました

採用は早期化が進んでおり、特に県外の学生においては、インターンシップの参加時期も早まっています。今後、募集の課題に

取り組むにあたり、インターンシップの開催時期の検討、またインターンシップからその後の採用活動に向けての連携方法につ

いて、検討を行うことにいたしました。

次回は実際行っているインターンシップの内容を共有し、学生へのアプローチ方法について、方向性を一緒に考えていきます。

学生へのアプローチ方法について



2022.07.06

学生のインターンシップの参加状況について

「夏のインターンシップを、８月よりオンラインにて開催する予定。申し込み経由を見ると、ナビ媒体や合同説明会からの申し

込みは減っている。」

インターンシップの集客方法も多様化が進んでいます。ナビや合同説明会といった馴染みのある集客施策以外に、近年様々な手

法が登場しており、ダイレクトリクルーティングという学生へ直接アプローチする手法や、SNSによる集客も一般化してきてい

ます。

どのような学生に参加してほしいのか、求める人物像に合わせ、自社に合った集客方法を検討する必要があります。

インターンシップに参加した学生との接し方について

社会の変化に伴い、学生の行動にも変化が生じており、採用活動は早期化が進んでいます。就職活動の早期化、長期化の影響を

受け、インターンシップは学生と企業が早期接触できるまたとない機会となり、その役割も変化しています。早期の動き出しに

より接触頻度を増やすことができれば、学生の理解度も深まり、チャンスにつなげることが可能となります。

学生との接触頻度を増やし、さらに企業理解を深めてもらうために、秋以降のインターンシップ案をいくつかご提示させていた

だきました。今後、夏のインターンシップの実施結果を共有し、その後の接し方について一連の流れの検討を行ってまいりま

す。

オンラインのインターンシップ開催について

2022.08.17

オンラインインターンシップの実施

8月に実施したオンラインインターンシップの開催状況について共有させていただきました。

コロナ禍の影響により、従来対面で行われていたインターンシップもオンライン化が進んでいます。オンラインインターンシッ

プは対面と比べ県外学生も参加しやすいメリットもありますが、画面越しとなり互いの温度感が伝わりにくいデメリットも含ん

でいます。



オンラインで実施するにあたり、テキストコミュニケーションの取り入れやアイスブレイクの方法などについて、いくつかアド

バイスをさせていただきました。

学生がインターンシップに求めるもの

また、学生はインターンシップに“リアルな仕事や職場を知りたい”という要望を持っており、そのため「職場の雰囲気」を感じ

られる場を設けることも大切になります。例えば、普段の社員間のやり取りを見せることで、職場の雰囲気を伝えるとともに、

場の空気も和みやすくなります。

より効果的なインターンシップを実施するにあたり、どのような効果を得たいのか明確化し、目的を設定するとともに、学生を

受け入れる体制を整えることも重要となります。

次回も引き続き、インターンシップの実施状況の共有を行い、その後の選考までの流れについて検討を行ってまいります。

選考で求める人材を逃さないために

2022.10.04

早期選考は行ったほうが良いのか

内定式の状況とインターンシップの進捗についてお話を伺いました。

近年、早い時期から就職活動を開始する学生が増えています。

同様に、早期選考を行う企業も年々増加していますが、大切なのは選考開始時期だけではなくその選考プロセスです。

選考プロセスが公正であるほど、学生は能力を正当に評価してもらえていると感じやすくなります。

学生が選考で不安を感じている場合は、その理由を掘り下げ、解決してあげることが大切です。応募者一人一人に向き合い、丁

寧な対応を行うことにより、選考に対する納得度が増し、志望度向上に繋げることができます。

求める人物を採用するには

学生の就職開始時期にはばらつきがあり、企業の日程に合わせた一律での選考は難しくなってきています。そのため、複数の応

募者を比較するだけの選考ではなく、個別での選考に対応できるよう絶対的な評価の指標を作成する必要があります。



指標がない場合、“明るくて落ち着いている学生”など、面接官の第一印象や先入観に判断が引っ張られ、評価を誤ってしまう場

合があります。そのため質問毎に評価の指標を設けるなど、選考基準を明確化することが重要です。

現在の選考状況をお伺いしながら、早期選考のメリットや自社に合う学生について、いくつかアドバイスをさせていただきまし

た。

次回は選考プロセスの改善に向けて、選考方法や選考基準についての見直しと検討を行ってまいります。

説明会参加から選考へ繋げるには

2022.11.30

学生が離脱するタイミングとは

学生は複数の企業の選考を受けている場合、選考が進んでいる企業を優先する傾向にあります。例えば、会社説明会から選考開

始までの間や、一次選考から二次選考までの間など、選考途中に間があくタイミングがある場合、他の企業の日程を優先するこ

とを理由に選考を辞退してしまう可能性があります。

採用人数が多い場合や採用人数が決まっており受け入れ人数が限られている場合、最終選考まで長期スケジュールを組むことも

少なくありません。選考スケジュールの見直しや、期間があく場合は予め学生にスケジュールを伝えるなど、途中離脱がないよ

う対策を講じることが必要です。

途中辞退を防ぐための対策について、いくつかアドバイスをさせていただきました。

適性検査の活用方法

適性検査は自社に必要な人材かどうかを見極める指標のひとつであり、面接前に実施することで自社にマッチした人材であるか

見極めることができます。書類選考や適性検査を効果的に活用しマッチング精度を高めることで、面接官の負担を減らすことに

も繋がります。

また、適性検査の結果は、選考段階のどのフェーズで辞退が起きたのか、辞退者の分析にも活用できます。自社にマッチする人

材を分析し、採用したい人材に応募してもらえるような仕組みを意識することが大切です。

適性検査の活用方法についていくつかお話をさせていただきました。次回は、学生を惹きつけるための施策について検討してま

いります。



6
学生にむけた効果的なアプローチ

2023.01.18

学生に向けた効果的なアプローチとは

学生に自社の存在を伝えるためにも、大学との繋がりは重要です。大学では、キャリアセンターや就職課へのアプローチと、教

員へのアプローチは分けて考える必要があります。教員との繋がりができると、ゼミ生などの学生に直接働きかけることが可能

になります。一方、キャリアセンターと繋がりがあれば、学内ガイダンスへの参加や、教室を借りた説明会開催などの相談がで

きる場合があります。

　どちらか一方ではなく、どちらとも接点を持つことが効果的なアプローチといえます。

会社説明会で欠かせないコンテンツ

最近の学生は、キャリア教育の効果もあり、自身のキャリアパスに対する興味関心が非常に高まっています。そのため、会社説

明会では、入社後どのような成長が見込めるのかということを明確に示してあげることが重要です。会社としての理念や目標の

他、個々人のキャリア形成にも寄り添う姿勢やその内容を伝えることで、会社に対する理解がより深まり、会社説明会に対して

の満足度が高まります。

会社説明会のコンテンツを検討するにあたり、キャリアパスの重要性について、アドバイスをさせていただきました。

consulting step 07

競合他社との差別化を図るためには



2023.02.22

他社との違いを分かりやすく学生に伝えるには

学生の価値観が多様化している昨今では、採用における競合も、同業他社だけではなく異業界異業種も競合になるなど、多様化

しています。そのため、業界の特性、そこにおける自社のポジショニングなど、自社と他社の違いをしっかりと伝える必要性が

あります。

　例えばわかりやすい伝え方として、ポジショニングマップの活用などが挙げられます。ポジショニングマップとは「自社のポ

ジション」を明確にするためのフレームワークです。縦軸と横軸で象限を4つ用意し、自社はどのポジションに属しているの

か、どのような特徴があるのかを可視化することで、学生自身もその企業が自身の就職活動の軸に合っているのかを知ることが

できます。

ポジショニングマップ作成の際のポイント

ポジショニングマップを作成するときは、自社と他社の違いを分析することが重要です。まずは自社の強みや優位なポイントを

洗い出します。洗い出しを行う際、ただ数を多くあげるだけでは、1つ1つが印象に残らず、抽象的なイメージを持たれてしまう

ため、より重視される項目に絞っていく必要があります。例えば、「新潟でこの分野におけるサービスは自社が一番」のよう

に、洗い出す方法は主観で構いません。

　縦軸と横軸に置くことのできる自社の強みを整理し、その上で競合他社と差別化を図れるポジショニングマップを作成してい

くことで、自社と他社との違いを伝えることが可能となります。

今回は、他社との差別化、学生への伝え方についてアドバイスを行いました。
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